
(57)【要約】

【課題】ハンドグリップを収納した状態でノートパソコ

ンを操作するのであるが、ノートパソコンの傾き、振動

等でハンドグリップがずり出してくる場合があるので、

ハンドグリップ部に何らかのロック機構が必要である。

【解決手段】把手部分であって、ハンドルリング１４を

有するグリップ部１１と、携帯型機器とグリップ部を連

結する部分であり、断面形状が円形を一部直線的に切り

落とした形状の軸１８を有しする一対のジョイント１５

とを備え、軸１８はハンドルリング１４のリング内側を

移動し、軸１８の断面形状に対応した形状で成形された

当該リング１４内側の端で係止するハンドグリップの構

造をもつことで、ノートパソコンの傾き、振動等でグリ

ップ部がずり出してくることはない。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
携 帯 型 機 器 な ど を 持 ち 運 ぶ と き に 手 で 握 る ハ ン ド グ リ ッ プ で あ っ て 、
把 手 部 分 で あ っ て 、 ハ ン ド ル リ ン グ を 有 す る グ リ ッ プ 部 と 、
前 記 携 帯 型 機 器 と 前 記 グ リ ッ プ 部 を 連 結 す る 部 分 で あ り 、 断 面 形 状 が 円 形 を 一 部 直 線 的 に
切 り 落 と し た 形 状 の 軸 を 有 し す る 一 対 の ジ ョ イ ン ト と 、
を 備 え 、
前 記 軸 は 前 記 ハ ン ド ル リ ン グ の リ ン グ 内 側 を 移 動 し 、 前 記 軸 の 断 面 形 状 に 対 応 し た 形 状 で
成 形 さ れ た 当 該 リ ン グ 内 側 の 端 で 係 止 す る こ と 特 徴 と す る ハ ン ド グ リ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ハ ン ド ル リ ン グ は 樹 脂 系 の 材 料 を 用 い る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ハ ン ド グ リ
ッ プ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 型 情 報 処 理 装 置 を 持 ち 運 ぶ と き に 手 で 握 る 部 分 で あ る ハ ン ド グ リ ッ プ の
構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ノ ー ト 型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の よ う な 携 帯 型 情 報 処 理 装 置 が 広 く 普 及 し
、 屋 外 に 持 ち 出 し て 使 用 す る 機 会 が 益 々 多 く な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ は 従 来 の 携 帯 型 情 報 処 理 装 置 （ 以 下 ノ ー ト パ ソ コ ン ） の 本 体 部 分 ５ １ の 斜 視 図 で あ
る 。 ５ ２ は 液 晶 パ ネ ル に よ る 表 示 部 で あ る 。 （ 本 発 明 に は あ ま り 関 係 し な い の で 破 線 で 表
示 し て い る 。 ま た キ ー ボ ー ド 部 分 の キ ー は 一 部 表 記 し て い る 。 ） ５ ３ は ノ ー ト パ ソ コ ン を
手 で 握 っ て 持 ち 運 ぶ た め の 把 手 （ 以 下 ハ ン ド グ リ ッ プ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は ハ ン ド グ リ ッ プ ５ ３ と そ の 周 辺 を 表 記 し た 図 で あ る 。 ノ ー ト パ ソ
コ ン を 操 作 す る と き は 図 ６ （ ａ ） の 状 態 で 使 用 し 、 手 で 持 ち 運 び す る と き は 図 ６ （ ｂ ） の
よ う に は ハ ン ド グ リ ッ プ ５ ３ を 引 っ ぱ り だ し て カ バ ン の よ う に 手 で 握 っ て 持 ち 運 ぶ よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ ー １ ０ １ ８ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ６ － １ ９ ０ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 図 ６ （ ａ ） の 様 に ハ ン ド グ リ ッ プ を 収 納 し た 状 態 で ノ ー ト パ ソ コ ン を 操
作 す る の で あ る が 、 ノ ー ト パ ソ コ ン の 傾 き 、 振 動 等 で ハ ン ド グ リ ッ プ が ず り 出 し て く る 場
合 が あ る の で 、 ハ ン ド グ リ ッ プ 部 に 何 ら か の ロ ッ ク 機 構 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 携 帯 型 情 報 処 理 装 置 の ハ ン ド グ リ ッ プ で は 、 装 置 本 体 に ハ ン ド グ リ ッ プ を 押 し
込 め ば ハ ン ド グ リ ッ プ は 収 納 さ れ た 状 態 で ロ ッ ク さ れ 、 ハ ン ド グ リ ッ プ を 手 で 引 っ ぱ る こ
と に よ り 容 易 に 引 出 せ る よ う に す る も の で あ る 。 ま た 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ の よ う な 多
く の 部 品 を 使 用 し な い 構 成 で こ れ を 実 現 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、
携 帯 型 機 器 な ど を 持 ち 運 ぶ と き に 手 で 握 る ハ ン ド グ リ ッ プ で あ っ て 、 把 手 部 分 で あ っ て 、
ハ ン ド ル リ ン グ を 有 す る グ リ ッ プ 部 と 、 前 記 携 帯 型 機 器 と 前 記 グ リ ッ プ 部 を 連 結 す る 部 分
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で あ り 、 断 面 形 状 が 円 形 を 一 部 直 線 的 に 切 り 落 と し た 形 状 の 軸 を 有 し す る 一 対 の ジ ョ イ ン
ト と 、 を 備 え 、 前 記 軸 は 前 記 ハ ン ド ル リ ン グ の リ ン グ 内 側 を 移 動 し 、 前 記 軸 の 断 面 形 状 に
対 応 し た 形 状 で 成 形 さ れ た 当 該 リ ン グ 内 側 の 端 で 係 止 す る こ と 特 徴 と す る ハ ン ド グ リ ッ プ
と し た も の で あ り 、
グ リ ッ プ 部 を ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 に 押 し 込 ん だ 状 態 で 、 ノ ー ト パ ソ コ ン の 傾 き 、 振 動 等 で
グ リ ッ プ 部 が ず り 出 し て く る こ と は な い と い う 作 用 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 は 、 グ リ ッ プ 部 を ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 に 押 し 込 ん だ 状 態 で 、 ジ ョ イ
ン ト の 軸 は ハ ン ド ル リ ン グ の 突 起 部 に よ り ロ ッ ク さ れ 、 ノ ー ト パ ソ コ ン の 傾 き 、 振 動 等 で
グ リ ッ プ 部 が ず り 出 し て く る こ と は な い 。 ま た 、 従 来 に 比 べ て 極 め て 簡 単 な 構 成 で こ れ を
実 現 す る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の ハ ン ド グ リ ッ プ の 両 側 面 か ら 見 た 図 （ ａ ） ， （ ｃ ） と 平 面 図 （ ｂ ） で あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の ハ ン ド グ リ ッ プ 組 立 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の ハ ン ド グ リ ッ プ の 側 面 図 と ロ ッ ク 機 構 部 分 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の ハ ン ド グ リ ッ プ の ロ ッ ク 機 構 部 分 を 拡 大 し た 図 と 、 ロ ッ ク 機 構 の 動 作 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 図 に お い て １ １ は グ リ ッ プ 部 、 １ ２ は ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 と グ リ ッ プ 部 １ １ を 回 動 自
在 に 取 り 付 け る た め の 軸 部 で 、 こ の 軸 部 に は ロ ッ ク 機 構 は 必 要 な い 。 １ ３ は グ リ ッ プ 部 １
１ の グ リ ッ プ 下 部 、 １ ６ は グ リ ッ プ 部 １ １ の グ リ ッ プ 上 部 で あ り 、 １ ４ は ハ ン ド ル リ ン グ
で あ る 。 １ ５ は ジ ョ イ ン ト で あ り 、 グ リ ッ プ 部 １ １ と ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 を 、 軸 部 １ ２ を
介 し て 連 結 す る 。 １ ７ は ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ 、 ジ ョ イ ン ト １ ５ を 、 グ リ ッ プ 下 部 １ ３ ， 上
部 １ ６ で 挟 み 込 ん で 固 定 す る ネ ジ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た ハ ン ド グ リ ッ プ に つ い て 、 図 ３ 、 図 ４ を 用 い て そ の 動 作 を 説 明
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ （ ａ ） は 図 ６ （ ａ ） の 様 に ハ ン ド グ リ ッ プ を ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 に 収 納 し た 状 態 で
あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は ハ ン ド グ リ ッ プ の ロ ッ ク 機 構 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。 １ ８ は ジ ョ イ ン ト
１ ５ の 一 部 を 構 成 す る 軸 部 で あ り 、 軸 １ ８ は そ の 断 面 が 円 形 を 一 部 直 線 的 に 切 り 落 と し た
ア ル フ ァ ベ ッ ト の 「 Ｄ 」 の 様 な 形 状 の 柱 状 を し て い る 。 ま た ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の 内 側 の
形 状 は 図 ３ （ ｂ ） Ｂ 側 （ 軸 １ ２ に 近 い 側 ） で は 半 円 の 円 弧 形 状 で あ る 。 一 方 、 ハ ン ド ル リ
ン グ １ ４ の 図 ３ （ ｂ ） Ａ 側 （ ネ ジ １ ７ に 近 い 側 ） の 内 側 の 形 状 は 、 グ リ ッ プ 部 １ １ が ノ ー
ト パ ソ コ ン 本 体 に 収 納 し た と き に は 軸 １ ８ の そ の 「 Ｄ 」 形 状 の 断 面 に 対 応 す る よ う に 突 起
部 １ ９ を も っ た 断 面 形 状 に な っ て い る 。 ま た 、 図 ３ ， 図 ４ か ら も わ か る よ う に 「 Ｄ 」 形 状
の 直 線 部 分 は 図 の 水 平 方 向 を 基 軸 と し て 直 角 で は な く 所 定 の 角 度 を も た せ た 形 に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ （ ａ ） は グ リ ッ プ 部 １ １ を ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 に 収 納 し た 状 態 で あ り 、 ジ ョ イ ン ト
１ ５ の 軸 １ ８ は ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の 突 起 部 １ ９ に よ り ロ ッ ク さ れ て い る 。 グ リ ッ プ 部 １
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１ を 手 で 引 き 出 す と ロ ッ ク が は ず れ 、 軸 １ ８ は ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の リ ン グ 内 側 の 空 洞 部
分 を 移 動 す る （ 図 ４ （ ｂ ） ） 。 軸 １ ８ の ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の リ ン グ 内 側 の 空 洞 内 移 動 に
従 っ て ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ 、 こ れ を 収 納 し て い る ジ ョ イ ン ト １ ５ は ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 に
対 す る 角 度 （ 紙 面 水 平 方 向 を 基 軸 に し た 角 度 ） を 増 し 、 図 ４ （ ｃ ） の 状 態 に な り 、 図 ６ （
ｂ ） の よ う に グ リ ッ プ １ １ 部 が 引 き 出 さ れ る 。 こ の 状 態 、 つ ま り 図 ４ （ ｃ ） の 状 態 で ノ ー
ト パ ソ コ ン は 手 で グ リ ッ プ 部 １ １ を 握 り 持 ち 運 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 こ の よ う に ハ ン ド グ リ ッ プ が 引 き 出 さ れ た 状 態 か ら 元 の ハ ン ド グ リ ッ プ を ノ ー ト
パ ソ コ ン 本 体 に 押 し 込 め た 状 態 に し て ノ ー ト パ ソ コ ン の 操 作 を す る 場 合 に は 、 ４ 図 （ ｃ ）
、 （ ｂ ） 、 （ ａ ） の 逆 の 順 序 に 軸 １ ８ は ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の リ ン グ 内 側 を 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 軸 １ ８ が ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の 突 起 部 １ ９ に よ る ロ ッ ク 状 態 か ら ハ ン ド グ リ ッ プ
を 手 で 引 き 出 し て ロ ッ ク が は ず れ る 時 、 あ る い は ハ ン ド グ リ ッ プ を ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 に
押 し 込 め た ロ ッ ク 状 態 に 戻 す 時 そ れ ぞ れ に は 、 使 用 者 は こ の 軸 １ ８ と 突 起 部 １ ９ に よ る ク
リ ッ ク 感 に よ り そ の ロ ッ ク 状 態 を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 軸 １ ８ は そ の 断 面 が 円 形 を 一 部 直 線 的 に 切 り 落 と
し た ア ル フ ァ ベ ッ ト の 「 Ｄ 」 の 様 な 形 状 の 柱 状 に し て 、 ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の 図 ３ （ ｂ ）
Ａ 側 （ ネ ジ １ ７ に 近 い 側 ） の 内 側 の 形 状 は 、 グ リ ッ プ 部 １ １ が ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 に 収 納
し た と き に は 軸 １ ８ の そ の 「 Ｄ 」 形 状 の 断 面 に 対 応 す る よ う に 突 起 部 １ ９ を も っ た 断 面 形
状 に す る こ と で 、 グ リ ッ プ 部 １ １ を ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 に 押 し 込 ん だ 状 態 で 、 ジ ョ イ ン ト
１ ５ の 軸 １ ８ は ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の 突 起 部 １ ９ に よ り ロ ッ ク さ れ 、 ノ ー ト パ ソ コ ン の 傾
き 、 振 動 等 で グ リ ッ プ 部 １ １ が ず り 出 し て く る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 構 成 部 品 は 、 グ リ ッ プ 下 部 １ ３ 、 グ リ ッ プ 上 部 １ ６ 、 ４ 個 の ハ ン ド ル リ ン グ １ ４
、 ２ 個 の ジ ョ イ ン ト １ ５ 、 ２ 個 の ネ ジ １ ７ 、 述 べ １ ０ 点 に よ り 極 め て 簡 単 な 構 成 で こ れ を
実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 図 ３ ， 図 ４ の 説 明 で 図 の 水 平 方 向 を 基 軸 に 対 す る ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の 内 側 形 状
の 突 起 部 １ ９ の 直 線 部 分 の 角 度 、 同 様 に 図 の 水 平 方 向 を 基 軸 に 対 す る 「 Ｄ 」 形 状 の 断 面 の
軸 １ ８ の 直 線 部 分 の 角 度 を 「 所 定 の 角 度 」 と し て 説 明 し た が 、 ３ ０ ～ ６ ０ 度 で あ る の が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 各 構 成 部 品 の 材 質 に 関 し て 、 ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ は ロ ッ ク が 外 れ や す い よ う に ジ
ュ ラ コ ン （ Ｐ Ｏ Ｍ 、 ポ リ オ キ シ メ チ レ ン ） の よ う な 樹 脂 系 の 材 料 を 用 い 、 ネ ジ 以 外 の 他 は
マ グ ネ シ ウ ム の よ う な 軽 量 で 堅 く 丈 夫 な 材 質 を 選 ぶ の が 好 ま し い 。 但 し 、 突 起 部 １ ９ は 摩
耗 が 激 し い の で メ ッ キ の よ う な 強 度 を 増 す 加 工 、 あ る い は 表 面 を 滑 り や す く す る 加 工 を す
る の が よ り 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 図 ４ の 様 な 軸 １ ８ 形 状 、 ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の 形 状 に 代 え て 、 図 ７ （ ａ － １ ） 、
（ ｂ － １ ） 、 （ ｃ － １ ） の よ う に 軸 １ ８ の 断 面 を 完 全 な 円 形 状 で も 良 い し 、 （ ａ － ２ ） 、
（ ｂ － ２ ） 、 （ ｃ － ２ ） の よ う に 円 形 を 一 部 直 線 的 に 切 り 落 と し た 形 状 で も 良 い 。 ハ ン ド
ル リ ン グ １ ４ の リ ン グ 内 側 形 状 に 関 し て も 、 図 ７ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） よ う に く び れ
た 繭 形 状 に し て も 同 様 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に か か る ハ ン ド グ リ ッ プ は 、 グ リ ッ プ 部 を ノ ー ト パ ソ コ ン 本 体 に 押 し 込 ん だ 状 態
で 、 ノ ー ト パ ソ コ ン の 傾 き 、 振 動 等 で グ リ ッ プ 部 が ず り 出 し て く る こ と は な い と い う 効 果
を 有 し 、 携 帯 型 の 装 置 を 持 ち 運 ぶ と き に 手 で 握 る 部 分 で あ る ハ ン ド グ リ ッ プ の 構 造 等 と し
て 有 用 で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ハ ン ド グ リ ッ プ の 両 側 面 か ら 見 た 図 と 平 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の ハ ン ド グ リ ッ プ 組 立 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の ハ ン ド グ リ ッ プ の 側 面 図 と ロ ッ ク 機 構 部 分 を 拡 大 し た 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の ハ ン ド グ リ ッ プ の ロ ッ ク 機 構 部 分 を 拡 大 し た 図 と 、 ロ ッ ク 機 構 の 動 作 を
説 明 す る 図
【 図 ５ 】 従 来 の 携 帯 型 情 報 処 理 装 置 （ ノ ー ト パ ソ コ ン ） の 本 体 部 分 の 斜 視 図
【 図 ６ 】 ハ ン ド グ リ ッ プ と そ の 周 辺 を 表 記 し た 図
【 図 ７ 】 軸 １ ８ 形 状 と ハ ン ド ル リ ン グ １ ４ の 形 状 の 変 形 例 の 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ １ 　 グ リ ッ プ 部
　 １ ２ 　 軸 部
　 １ ３ 　 グ リ ッ プ 下 部
　 １ ４ 　 ハ ン ド ル リ ン グ
　 １ ５ 　 ジ ョ イ ン ト
　 １ ６ 　 グ リ ッ プ 上 部
　 １ ７ 　 ネ ジ
　 １ ８ 　 ジ ョ イ ン ト の 一 部 を 構 成 す る 軸 部
　 １ ９ 　 突 起 部
　 ５ １ 　 携 帯 型 情 報 処 理 装 置 （ ノ ー ト パ ソ コ ン ） の 本 体 部 分
　 ５ ２ 　 表 示 部
　 ５ ３ 　 ハ ン ド グ リ ッ プ
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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